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大阪府安全なまちづくり推進会議 
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団体名 令和６年度 活動結果 

大阪府 １ 地域安全センターの活動支援 

○ 地域の情勢に応じ、設置箇所の見直しを行い、移設を働きかけた。 

○ 治安対策ニュース、安まち通信、府ホームページなど各種広報媒体を活用

し、好事例や効果的な取組を広報した。 

○ 防犯教室や青色防犯パトロール、子ども見守り活動等を積極的に実施し、

防犯ボランティア団体の活性化を図った。 

２ 企業における社会貢献活動への取組の促進 

 ○ 公民連携デスクと連携し、企業に対して防犯活動の取組を働き掛け、企業

の各種広報媒体を通じて広報啓発活動を実施した。 

○ 企業や団体から啓発物品（防犯ブザーやパインアメ等）の提供を受け、各

種防犯キャンペーンやイベント等で配布した。 

３ 防犯リーダー等の養成及び防犯ボランティア活動への参加啓発 

 ○ 「安全・安心なまちづくりマニュアル」の更新活用を検討するとともに、

府警と連携して研修会等を行い、防犯リーダーの養成を図った。 

○ 府警、消費生活センター等と連携し、「消費のサポーター」養成講座の開

催に取り組み、特殊詐欺被害防止に協力する防犯リーダーの養成を図った。 

○ 自治体、防犯ボランティア等に対して、大阪ランニングパトロール等の

「ながら見守り活動」の普及促進を図った。 

○ Ｘや治安対策ニュース等を活用し、幅広い世代に対する広報啓発活動を

行った。 

４ 青色防犯パトロール活動の促進 

 ○ 事業者団体から受贈した青色防犯パトロール車両を市町村へ配車し、活

動の促進を図るとともに、次年度の寄贈の働き掛けを行った。 

○ 自治体、防犯ボランティアと連携し、合同パトロールを実施して児童の登

下校時の見守り活動支援を行った。 

５ ホームぺージの活用による防犯ボランティア活動の紹介、防犯ボランティ 

ア支援等の積極的な情報の提供 

○ 府ホームページ、治安対策ニュース、安まち通信により、防犯ボランティ

アの取組事例を紹介した。 

○ 府ホームページ、安まち通信により、大阪府安全なまちづくりボランティ

ア団体表彰受賞団体とその取組事例を紹介した。 

６ 庁内ウェブページ等を活用した府職員の防犯意識の向上や防犯活動への参 

加促進 

○ 庁内ウェブページに安まち通信等を掲載し、府職員の防犯意識向上の促

進を図った。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

○ 府民に危害が及ぶおそれのある事案の発生時に部局間の情報共有を迅速

に行い、注意喚起を実施した。 

７ 基礎自治体との連絡調整 

○ 市町村防犯担当者会議において防犯情報を共有した。 

○ 「治安対策ニュース」、「安まち通信」の配付を通じて、最新の犯罪情報を

提供するとともに、特殊詐欺対策機器貸出事業等の防犯対策情報の発信を

行った。 

○ 各市町村及びその他都道府県と、防犯環境整備状況の把握・資料化を図

り、情報共有を行った。 

８ 犯罪多発場所等における防犯対策の推進 

○ 自治体、事業者、防犯ボランティア等とともに、特殊詐欺被害防止研修や

キャンペーン等の広報啓発活動を行った。 

９ 実践的・体験型交通安全事業の実施 

○ 自転車シミュレータを活用し、効果的な交通安全講習を実施した。 

10 犯罪抑止に向けた街頭キャンペーン等の実施 

○ 大阪府安全なまちづくり推進会議構成団体や安全なまちづくり大使、自

治体等と連携した防犯キャンペーンを実施し、防犯意識の向上を図った。 

11 府民に対する「治安対策に向けたアンケート調査」の実施 

 ○ 「おおさかＱネット」を活用し、府民への治安対策に関するアンケート調

査を実施した。 

12 地域に根ざした少年非行対策を進めるための市町村における少年非行防止 

活動の実施 

〇 支援が必要な市町村を中心に、巡回指導や研修・講演会の講師派遣等を行

った。 

〇 青少年指導員連絡協議会等と連携し、活動物品として伸縮式シグナルラ

イトを提供した。 

13 少年の非行及び犯罪被害防止活動の実施 

○ 夜間等における街頭巡回活動に同行し、声かけ活動を実施した。（少年非

行防止活動ネットワークへの活動支援） 

14 小・中学校における生徒指導体制の強化 

 〇 大阪府少年サポートセンター学警補導連絡会等を開催し、大阪府内の小

学校・中学校と情報交換を行った。 

15 少年警察ボランティア及び青少年指導員との連携 

〇 少年非行防止活動ネットワークの活動支援を通じ、少年警察ボランティ

アや青少年指導員、地域のボランティア等の連携強化を推進した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

16 青少年健全育成条例等の効果的な運用 

○ 有害環境浄化活動の促進 

・ ミナミ等繁華街の夜間立入制限施設に対して条例遵守状況調査を実施し

た。（22 施設） 

・ 有害図書類等の区分陳列遵守状況調査（223 店舗）を実施した。 

○ スマートフォン等を介した被害の防止に向けた取組の促進 

・ フィルタリングの利用促進に向け、啓発資材を保護者や青少年等に配付

した。 

・ ネット利用をみんなで考えるプロジェクトを実施した。（児童・生徒・

保護者等合同ワークショップ（第１回：８月９日、第２回：12 月８日） 

・ スマホ・ＳＮＳ安全教室を実施した。（実施回数 568 回） 

・ 携帯電話販売店舗に条例遵守状況に関するアンケート調査を実施した。

（回答数 152 店舗) 

17 少年非行防止・暴走族追放のための広報啓発 

 〇 「少年非行・被害防止強調月間（７月）」において、啓発活動を実施した。 

・ 啓発ポスターを作成し、各市町村や府内の学校・警察署等へ配布した。 

・ そよら東岸和田及び天王寺動物園にて、啓発キャンペーンを開催した。 

・ とんぼりビジョンやエディオンなんばの大型ビジョンにおいてデジタ

ルサイネージの放映等による広報啓発を行った。 

〇 上記月間以外に、アリオ八尾にて啓発キャンペーンを開催した。 

18 非行等問題行動のある少年に対する立ち直り支援 

〇 大阪府少年サポートセンター育成支援室において、非行等問題行動のあ

る少年に対して、立ち直り支援活動を実施した。 

19 少年非行防止に向けた保護者・家庭への支援 

 〇 大阪府少年サポートセンター育成支援室において、立ち直り支援事業を

行う過程での情報交換や指導助言を通じて保護者・家庭の支援を行った。 

20 無職少年に対する自立・就労支援 

○ 「大阪府子ども・若者民間支援団体連絡会議」を活用し、市町村と民間支

援団体の意見交換会を実施した。（９月 18 日） 

○ 孤立状態に置かれているひきこもり当事者やその家族と支援者をつなげ

る「場」をつくる「講演会」（10 月４日）および「対話交流イベント（ひき

こもりラウンジ）」（12 月 13 日）を市町村と共催で開催した。 

○ 若年無業者の職業的自立支援の実施 

・ OSAKA しごとフィールドにおいて大阪府地域若者サポートステーシ

ョンと一体的に支援を実施することによる若年無業者の職業的自立支援
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団体名 令和６年度 活動結果 

を実施した。 

21 まちぐるみでの子ども見守り活動の促進 

○ 地域住民、事業者等に対して、大阪ランニングパトロール等の「ながら見

守り活動」や青色防犯パトロールへの参画を働きかけた。 

○ 大阪府民共済生活協同組合から受贈した防犯ブザーを府内小学校に配付

したほか、各種キャンペーン等を通じて防犯ブザーの普及促進を図った。 

22 こども 110 番運動の活性化  

○ ８月を「こども 110 番月間」として各種キャンペーンを実施し、「こども

110 番の家」及び「動くこども 110 番」の広報啓発を行った。 

23 非行防止・犯罪被害防止教室の実施 

〇 小学５年生を対象に「非行防止・犯罪被害防止教室」を実施した。 

24 道路・公園、その他公共交通における防犯環境の整備 

 ○ 一部の府営公園において指定管理者により施設の監視カメラを設置し

た。 

25 自転車通行環境の整備 

○ 自転車通行空間の整備をした。 

26 無電柱化（電線共同溝）事業の促進及び美観形成等による交通・防犯環境の 

整備 

○ 無電柱化事業の促進及び美観形成等による交通・防犯環境の整備をした。 

27 住まいの防犯対策の普及 

○ 「大阪府防犯優良住宅認定制度（戸建・低層マンション）」の推奨及び府

ホームページにて同制度及び「防犯モデルマンション」の広報活動を実施し

た。 

28 府営住宅における防犯環境の整備 

○ 府営住宅の防犯仕様への対応として、バルコニーからの侵入防止やイン

ターホンの設置等を実施した。 

29 ひったくり防止カバーの普及促進 

○ 大阪府自転車商防犯協力会から、ひったくり防止カバーの寄贈を受け、自

治体等と連携してキャンペーン等で配布、広報を行い、普及促進を図った。 

30 子どもや女性を対象とした性犯罪等の未然防止対策の推進 

○ 鉄道警察隊と連携し、痴漢撲滅キャンペーンへの参画や、企業と連携した

性犯罪被害防止の広報啓発を行った。 

○ 事業者団体等と連携し、防犯ブザーの配布及び普及を行った。 

○ 「こども 110 番月間」としている８月を中心に、各種キャンペーンを実

施して「こども 110 番の家」及び「動くこども 110 番」の広報啓発を行っ
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団体名 令和６年度 活動結果 

た。 

○ 府保有の青色防犯パトロール車両を活用し、児童らの登下校時における

見守り活動を行った。 

○ 大阪府子どもを性犯罪から守る条例における社会復帰支援の取組を適切

に行った。 

○ 自治体、警察署と連携した防犯キャンペーン、「防犯防災総合展」へのブ

ース出展、治安対策課 X 等において、性犯罪被害防止に向けた広報啓発を

行った。 

31 サイバー犯罪被害防止対策の推進 

○ 消費生活センターからサイバーセキュリティ対策課に詐欺サイト及び偽

サイトに関する情報の提供を 81 件（令和 7 年 2 月末現在）実施した。 

32 特殊詐欺被害防止対策の推進 

○ YouTube のターゲティング広告による高齢者へのダイレクトな被害防止

啓発を実施した。 

○ 庁内各部局、警察、自治体、事業者等と連携し、特殊詐欺被害防止に関す

る広報啓発活動を実施した。 

○ 消費生活センターと連携し、「大阪府消費者フェア」において特殊詐欺被

害防止に関する情報を発信した。 

○ 特殊詐欺被害防止緊急対策事業として、自治体に対する特殊詐欺対策機

器の普及促進に向けた働き掛けを行い、大阪市含む 23 自治体に対し、自動

通話録音機等貸出事業への補助を実施した。 

○ 市町村防犯担当者会議を開催し、各自治体に対し特殊詐欺対策機器貸与

事業の実施を促した。 

○ 防犯キャンペーンや安まち通信、Ｘ等の広報媒体を通じて自動通話録音

機等の特殊詐欺対策機器普及を促進した。 

〇 SNS 型投資詐欺・ロマンス詐欺被害防止に関する啓発動画を作成し、府

ホームページ、治安対策ニュース、安まち通信等を通じて広報啓発を実施し

た。 

○ ホームページを通じて、消費生活センターと連携した被害防止の注意喚

起を実施した。 

33 だまされないための電話対策の推進 

○ 警察、自治体と連携し特殊詐欺被害防止キャンペーンを実施し、自動通話

録音機等の特殊詐欺対策機器普及を促進した。 

34 高齢者の見守り活動の充実など支援体制の充実 

○ 民間の事業者と締結する「大阪府高齢者にやさしい地域づくり推進協定」
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団体名 令和６年度 活動結果 

に基づき、市町村が実施する行方不明高齢者の早期発見・保護への協力や

見守り等の充実に取り組んだ。 

○ 府警本部等と連携して作成した事業者向けの見守り啓発ポスターを、コ

ンビニエンスチェーン加盟店舗、スーパーマーケット、その他消費者問題に

取り組む事業者に幅広く配付することにより、地域における見守り者とし

ての意識を高めるための啓発を実施した。 

35 企業等と連携した自動車関連犯罪の被害防止対策の推進 

○ 「防犯防災総合展」へのブース出展や府ホームページ等を活用し、自動車

関連犯罪被害防止に関する広報啓発を行った。 

36 駐車場・駐輪場設置者等への防犯設備の整備に係る啓発、協力要請 

○ 「防犯防災総合展」へのブース出展や府ホームページ等を活用し、自動車

関連犯罪被害防止に関する広報啓発を行った。 

37 自転車の鍵掛け及び防犯効果の高い鍵の取付けの啓発・指導 

○ 大阪府自転車商防犯協力会から、自転車盗難防止物品（鍵）の寄贈を受け、

自治体等と連携してキャンペーン等で配布、広報を行った。 

38 重層的なネットワークを活用した自転車盗防止対策の推進 

○ 大阪府自転車盗難等防止対策協議会を通じて、関係団体等と自転車盗難

防止対策を実施した。 

39 地域における規範意識高揚キャンペーン（自転車の放置、無灯火、二人乗り 

等の追放）の推進 

○ 「大阪府自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」に基づき、各種

イベント等において関係機関と連携し、条例内容等の周知啓発を実施した。 

〇 「府民運動大綱」に基づき、各季の運動を推進し、広報啓発を実施した。 

40 薬物乱用防止啓発活動 

○ 薬物乱用防止の広報啓発 

・ 大阪府内の青少年指導員へ薬物乱用防止に向けた活動要請を行った。 

・ 「少年非行・被害防止強調月間（７月）」に啓発ポスターを作成し、府

内の学校へ配布するとともにそよら東岸和田及び天王寺動物園にて啓発

キャンペーンを行った。 

・ 上記月間以外に、アリオ八尾にて啓発キャンペーンを行った。 

〇 ターゲティング広告、ポスターの掲出、府政だより、街頭キャンペーン、

リレー講義等により、薬物乱用防止の広報啓発を行った。 

41 自転車マナーアップ向上に向けた駐輪場の整備・設置の促進 

○ 自転車マナーアップ強化月間及び駅前放置自転車クリーンキャンペーン

期間中に、放置自転車追放の機運を高めるための広報啓発活動を推進した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

○ 駅周辺における放置自転車の実態調査の結果や、市町村が制定している

条例等について、各市町村及び関係機関と情報共有を実施した。 

42 不法投棄監視の充実 

 ○ 不法投棄の抑制を目的とする監視カメラの適切な管理を行った。 

○ 定期的な道路パトロールによる不法投棄の早期発見、撤去を行った。 

43 落書き・投棄ゴミの早期排除・ボランティアと協働した取組の推進 

〇 地域住民との協働した取組を実施した。 

〇 落書き消し活動を推進した。 

大阪府警察 １ 地域安全センターの活動支援 

○ 防犯ボランティア活動を活性化させるため、地域安全センターを活用し

た防犯教室、合同パトロール等により、住民の防犯意識の高揚を図り、防犯

ボランティア活動への協力依頼を実施した。 

２ 企業における社会貢献活動への取組の促進 

○ 協定を締結した事業者と連携し、特殊詐欺等被害防止キャンペーンを実

施して、広く府民に広報啓発を実施した。 

○ 株式会社サンエックス、あべのキューズモール、住宅メーカー等と連携

し、「すみっコぐらし」を起用した子供被害防止キャンペーンを実施した。 

○ 朋和産業株式会社と連携し、製作したキャラクター「すぐポリス」を起用

した広報啓発活動を実施した。 

○ 企業等が会員である住宅侵入犯罪等抑止対策協議会に働き掛けて「防犯

カプセルトイ」を購入し、各署に貸し出すことで、啓発力のある防犯キャン

ペーンを実施した。 

○ 三井ショッピングパークららぽーとに働き掛け、子供被害防止チラシを

作製・配布したほか、府下のららぽーと店舗における防犯キャンペーンを実

施した。 

○ 防犯啓発動画等をジェイコムチャンネルにて放映した。 

○ ＣＳＲ活動への参加促進に向け、ランニングパトロール啓発チラシを作

成し、ランニングパトロールや見守り活動等の防犯活動について働き掛け

を実施した。 

３ 防犯リーダー等の養成及び防犯ボランティア活動への参加啓発の推進 

 ○ 学生ボランティアと連携した特殊詐欺被害防止キャンペーンを実施し

た。 

○ 大阪学生ボランティアネットワーク「みっくす」と連携した防犯キャンペ

ーンやイベント、定例会議の開催など、若い世代が参加しやすい活動を支援

した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

４ 青色防犯パトロール活動の促進 

 ○ 青色防犯パトロール団体に対して犯罪発生実態の情報提供を実施し、合

同パトロールを依頼した。 

５ ホームページの活用による防犯ボランティア活動の紹介、防犯ボラン  

ティア支援など積極的な情報の提供 

 ○ 安まちメール、Ｘ等の各種媒体を活用し、自主防犯行動を促す情報を提供

した。 

〇 防犯キャンペーン、巡回連絡等のあらゆる警察活動を通じて、安まちアプ

リ登録勧奨活動を推進した。 

〇 新入学生、新社会人を対象とした安まちアプリ登録勧奨活動を推進した。 

６ 犯罪多発場所等における防犯対策の推進 

 ○ 自治体や事業者に対する犯罪多発場所や通学路等への防犯カメラ設置に

向けた働き掛けを実施した。 

７ 犯罪抑止に向けた街頭キャンペーン等の実施 

 ○ 全国地域安全運動に先立ち、エル・おおさかにおいて大阪府民大会を開催

し、防犯功労者及び防犯功労団体に対する表彰を実施した。 

〇 地域安全運動期間中や「安全・安心まちづくりの日」において、各種キャ

ンペーンや広報啓発活動を実施した。 

○ 安全なまちづくり大使を起用した、防犯キャンペーンを実施した。 

８ 地域に根ざした少年非行対策を進めるための市区町村における少年非行防

止活動ネットワークへの支援 

○ 各種会議等での講演、研修を通じて情報共有等を実施した。 

９ 少年非行及び犯罪被害の未然防止活動の実施 

 ○ 関係機関・団体等と地域の実態に即した街頭補導を実施した。           

○ 歓楽街における夜間帯の街頭補導活動及び声掛け、パトロールの強化等

を実施した。 

○ SNS 上における性被害につながるおそれのある不適切な書き込みに対

し、注意喚起のメッセージを児童や閲覧者に直接送信する取組を実施した。 

10 小・中学校における生徒指導体制の強化 

○ スクールサポーターによる学校への訪問活動等を実施し、教員とち密に

情報交換を行い、学校と連携を強化した。 

11 少年警察ボランティア及び青少年指導員との連携 

○ 少年警察ボランティアと連携し、街頭補導活動や広報啓発活動を実施し

た。 

12 青少年健全育成条例等の効果的な運用 
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団体名 令和６年度 活動結果 

○ 有害環境浄化活動の促進              

・ キタ、ミナミ等繁華街の夜間立入制限施設に対する条例の遵守状況につ

いて立入調査を実施した。                  

・ 有害図書類等の区分陳列等の遵守状況調査及び図書類自動販売機の遵

守状況の調査を実施した。           

・ 夜間立入制限施設への条例の遵守状況について立入調査を実施した。                      

・ 有害役務営業店舗への条例の遵守状況について立入調査を実施した。   

○ インターネット利用に関する教育及び広報啓発活動を推進 

  ・ 事業者と連携し、インターネットの危険性等に関する犯罪被害防止教室

を実施した。 

  ・ SNS に起因する犯罪被害事例やフィルタリングの活用に関する広報・

啓発活動を実施した。 

13 少年非行統計に基づく街頭補導活動等各種少年非行防止活動の推進 

○ 少年非行統計を活用した各種非行防止活動を実施した。 

14 少年非行防止・暴走族追放のための効果的な広報啓発 

○ 広報啓発資料を作成し、効果的に広報啓発活動を実施した。 

15 非行等問題行動のある少年に対する立ち直り支援 

○ 問題を抱えた少年及び保護者に対して、学習支援や料理教室等、少年の

個々の特性に応じた立ち直り支援活動を実施した。 

○ 対象少年に対して、公認心理師等の資格を有する少年補導職員が心理テ

ストを行い、科学的根拠に基づいた立ち直り支援活動を実施した。 

16 まちぐるみでの子ども見守り活動の促進 

○ 大阪府教育委員会の会議等において、指導主事、スクールガードリーダー

等に対し、声掛け事案等の発生状況について情報提供するとともに、登下校

時における見守り活動の促進について依頼した。 

○ 安まちメール、Ｘ及び府警ウェブサイトにより、子供を対象とした犯罪及

び不審者に関する情報提供を実施して、注意喚起を実施した。 

○ スクールサポーター研修会等において、子供を狙った犯罪被害防止対策

や「ながら見守り活動」の普及促進の必要性等について講義を実施した。 

17 非行防止・犯罪被害防止教室の実施 

○ 小学校高学年に対する「非行防止・犯罪被害防止教室」を実施した。 

○ 小学校段階での規範意識の向上を図るため、府内小学生に対して非行防

止教室等を実施した。 

18 繁華街等における防犯設備の整備 

 ○ 街頭防犯カメラシステムの維持、管理及び更新に向けた整備を推進した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

○ 経年劣化した街頭防犯カメラの撤去を推進した。 

○ あいりん地区内の街頭防犯カメラの更新に向けた整備を推進した。 

19 自転車通行環境の整備 

○ 道路管理者と連携した自転車通行空間の整備を推進した。 

20 地域における防犯カメラ等効果的な防犯設備の普及促進及び整備 

 ○ 自治体に対する防犯カメラ等の防犯環境整備の促進に向けた資料提供や

働き掛けを実施した。 

○ 新駅や都市開発の整備事業を実施する自治体等に対する防犯カメラ設置

の働き掛けを実施した。 

21 住まいの防犯対策の普及 

 ○ 防犯防災総合展において、ブース出展及びセミナーを開講し、大阪府防犯

優良住宅認定制度等の普及促進活動を実施した。 

22 子どもや女性を対象とした性犯罪等の未然防止対策の推進 

 ○ 大阪夕陽丘学園短期大学において、学生の性犯罪被害等防止を目的とし

た防犯キャンパスネットワーク大阪全体会議を開催した。 

○ ファッションショー運営会社と連携し、若い女性が多く集うイベントに

おいて、防犯啓発動画を放映し、防犯リーフレットの配布等を実施した。 

○ てんしば公園において、学生ボランティア、大阪プロレス等と連携し、性

犯罪被害防止キャンペーンを実施した。 

○ 大型商業施設や府下の主要駅等において、受験期における痴漢被害防止

キャンペーンを実施した。 

○ 子供や女性に対する性犯罪等の前兆とみられる事案の行為者に対し、あ

らゆる法令を適用するなどして指導・警告を実施した。 

○ 再犯防止措置対象者に対する所在確認や面談を行うなど、再犯の未然防

止を推進した。 

23 サイバー犯罪被害防止対策の推進 

 ○ 学校や企業、団体等を対象にサイバーセキュリティ意識の向上に向けた

防犯教室や講演を実施した。 

○ 企業の協力を得て、啓発物品等を作成・配布した。 

○ 企業と連携した広報啓発キャンペーンを実施した。 

○ ウェブサイト、安まちメール、Ｘ等を活用した被害防止情報を発信した。 

○ フィッシング詐欺等被害防止動画を作成し、府下のデジタルサイネージ

等で放映した。 

○ ボランティアに対するサイバーセキュリティコンテストの参加呼び掛け

や教養を実施した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

24 特殊詐欺被害防止対策の推進 

 〇 日本相撲協会の協力を得て、大相撲三月場所において、特殊詐欺被害防止

の啓発横断幕を掲示するなどの広報啓発を実施した。 

〇 「セレッソ大阪」及び「大阪ブルテオン」の選手を起用した闇バイト防止

啓発動画を制作・配信した。 

〇 フジパン株式会社と連携した広報菓子パンを企画し、近畿圏のスーパー

マーケットで販売する広報啓発を実施した。 

〇 バスのフロントに取り付ける広報幕（バスマスク）を作成し、運行中のバ

スに装着する広報啓発を実施した。 

○ 消費生活センターと連携して、警察庁から還元された名簿登載者等に対

し、被害防止啓発ハガキを郵送する注意喚起を実施した。 

○ 特殊詐欺被害防止コールセンター事業により、前記名簿登載者等に対し、

注意喚起を実施した。 

○ Ｘ上の受け子募集や受け子になろうとする書き込みの投稿に対し、警告

文を送信した。 

〇 通信事業者等に働き掛け、各社のウェブサイト及び公式ＳＮＳ上で、投資

詐欺・ロマンス詐欺に関する広報啓発を実施した。 

〇 仕掛学を活用した鏡ポスターを作成し、投資詐欺に関する広報啓発を実

施した。 

25 水際対策の強化推進 

 〇 大阪府と協働して大阪府特殊詐欺対策審議会を開催し、「高齢者が携帯電

話で通話しながらＡＴＭを操作することの禁止」「金融機関からの通報等」

「ＡＴＭでの振込上限額の設定」「プリペイド型電子マネー販売時の確認」

の条例案について検討を実施した。※ 令和７年 3 月 27 日公布、8 月 1 日

施行（振込限度額の規定は 10 月 1 日施行） 

○  コンビニエンスストア店員に対する巡回指導を実施し、高額な電子マネ

ー購入者への声掛けや通報等の協力を要請する等の被害防止対策の強化を

推進した。 

○  コンビニエンスストアに対し、特殊詐欺被害の事例を想定した声掛け訓

練を実施した。 

〇 金融機関職員に対し、高齢者の高額出金時における通報等の協力を要請

する等の未然防止対策を推進した。 

○ 金融機関に対し、高齢者に対するＡＴＭ振込・引出制限やモニタリングの

強化等について協力依頼を実施した。 

〇 還付金詐欺の振込に利用されているＡＴＭにおいて、高齢者の声掛けを
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団体名 令和６年度 活動結果 

中心に警戒強化を実施した。 

26 だまされないための電話対策の推進 

 ○ 自治体に対し、防犯機能付電話機等の貸出事業の継続・拡充・創設の働き

掛けを実施した。 

〇 大阪府警察のウェブサイト等において、特殊詐欺対策機器を紹介する記

事を掲載した。 

○ 高齢者や高齢者の子、孫世代等に対して防犯機能付電話機等の設置や、留

守番電話機能の活用について働き掛けを実施した。 

○ 家電量販店や家電メーカーとの連携による防犯機能付電話機等の普及を

促進した。 

○ NTT が取り組む、ナンバーディスプレイ及びナンバーリクエスト無償化

事業の申込み支援を推進した。 

〇 「国際電話不取扱受付センター」の周知及び利用休止申込み支援を推進し

た。 

〇 全国防犯協会連合会の優良防犯電話の普及事業（自動録音機 3,000 台）を

各警察署に配布し、設置を推進した。 

27 企業等と連携した自動車関連犯罪の被害防止対策の推進 

 ○ 一般社団法人日本損害保険協会近畿支部と連携して、防犯正義超人「キン

肉マン」を起用した啓発物品（ミニタオル）を製作し、各署の防犯キャンペ

ーン等で配布した。 

○ マックガード社、大阪府自動車整備振興会等と連携して、府下一斉ナンバ

ープレート盗難防止ネジ無料取付キャンペーンを実施した。  

○ 令和７年３月４日に第 22回大阪府自動車盗難等防止対策協議会総会を開

催した。 

28 駐車場・駐輪場設置者等への防犯設備の整備に係る啓発、協力要請 

 ○ 令和７年２月 18 日に第 14 回大阪府自動車盗難等防止対策協議会総会を

開催し、自転車関連犯罪の現状を情報共有して、駐輪場管理業者に対し連携

強化と被害防止の働き掛けを実施した。 

29 自転車の鍵掛け及び防犯効果の高い鍵の取付けの啓発・指導 

 ○ 大学と連携し、仕掛学を用いた自転車盗難防止タグの取付けを行うとと

もに、ワイヤー錠やチラシを配布するなど、防犯キャンペーンを実施した。 

30 重層的なネットワークを活用した自転車盗防止対策の推進 

 ○ 大阪府自転車盗難等防止対策協議会の会員である公益財団法人自転車整

備センター大阪事務所と連携し、駐輪場における防犯キャンペーンを実施

した。 
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31 地域における規範意識高揚キャンペーンの推進（自転車の放置、無灯火、二

人乗り等の追放）の推進 

 ○ 自転車マナーアップ強化月間（11 月実施）等において、交通ルール遵守

のほか、ヘルメット着用の広報啓発活動を推進した。 

32 違法駐車排除活動の活性化 

 〇 違法駐車の実態に即した駐車監視員の効果的かつ弾力的な運用を推進し

た。 

大阪府教育庁 １ 教職員に対する安全対策研修の促進及び防犯教育の推進支援 

○ 12 月 26 日に防災教室を（参加者数：89 名）開催した。 

○ 8 月 28 日に防犯教室の実技を、9 月 11 日に講義を（両日の参加者数：

113 名）を開催した。 

○ 11 月 21 日に交通安全教室（参加者数：104 名）を開催した。  

２ 少年の非行及び犯罪被害防止活動の実施 

○ 大阪の子どもを守るサイバーネットワークアドバイザー会議等で、イン 

ターネット上のいじめ等対策を検討した。 

３ 小・中学校における生徒指導体制の強化 

○ 小・中学校に「児童・生徒支援コーディネーター」を配置した。 

○ いじめや児童虐待の課題に対し生徒指導体制の構築を推進した。 

  ・ 関係市町村に SC・SSW・SL・校長 OB からなる緊急支援チームを派遣

した。 

  ・ 生徒指導主事の負担軽減のため非常勤講師を配置した。 

  ・ 小学校にスクールソーシャルワーカーサポーターを配置した。 

４ 学校の安全確保対策の推進 

○ 地域学校安全指導員（スクールガード・リーダー）を配置した。 

５ 非行防止・犯罪被害防止教室の実施 

○ 府内全小学校において、非行防止教室を実施した。 

６ 社会のルール・マナー向上のための広報・啓発活動の推進 

○ 11 月９日に「大阪府中学校生徒会サミット」を開催した。 

７ 薬物乱用防止啓発活動 

○ 11 月 1 日に大阪府薬物乱用防止教育推進講習（参加者数：210 名）会を

開催した。 

○ 府内の公立中学校及び公立高等学校において薬物乱用防止教室を開催し

た（中学校：95.5％、高等学校 99.4％） 

○ 薬物乱用教育のために－指導参考事例集－」（中学校版・高等学校版）の

周知・啓発活動を実施した。 
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大阪市 １ 大阪市安全なまちづくり推進協議会の開催（令和６年７月 26 日開催） 

２ 特殊詐欺被害防止対策の推進 

 ○ 大阪市特殊詐欺対策機器貸与事業（令和４年 12 月 12 日事業開始） 

特殊詐欺対策に効果的な自動通話録音機を高齢者等に無償貸与する事業

を継続実施した。 

○ 大阪府警察と連携して、大型ショッピングモール等において各区の実情

に合わせた広報啓発活動を実施した。 

 ○ 市役所や区役所設置のデジタルサイネージ等を活用して特殊詐欺防止啓

発動画を放映した。 

 ○ 各区広報紙等において、特殊詐欺注意喚起記事を掲載した。 

３ 子どもや女性の犯罪被害防止に向けた取組 

○ 「こども１１０番の家」事業を推進した。 

○ 幼稚園・保育園（所）小学校等において防犯教室を実施した。 

４ 子ども見守り防犯カメラの活用 

 ○ 平成 28 年度から３年間で 1,000 台設置した子ども見守りカメラの活用、

維持・管理を行った。 

５ 各区役所による防犯カメラ設置の促進 

 ○ 防犯カメラを新たに公設置した。（10 区） 

 ○ 防犯カメラ設置補助事業を実施した。（１区） 

６ 防犯カメラ再整備事業 

 ○ 地域防犯対策として、過去に大阪市の補助設置制度等を利用して設置さ

れた防犯カメラのうち、稼働していない防犯カメラについて地域団体から

申請のあったものの更新を行い防犯環境の整備を実施した。 

７ 青色防犯パトロール事業 

 ○ 指定区６区における夜間青色防犯パトロール業務委託事業を実施した。 

 ○ 区役所２区における夜間青色防犯パトロール業務委託事業を実施した。 

 ○ 建設局・環境局・水道局・各区役所職員による青色防犯パトロールを実施

した。 

８ 安全なまちづくりに関する啓発等の実施 

 ○ 安全ガイドブックを作成し、各区役所等で配布した。 

 ○ ひったくり防止カバー、ワイヤー錠等の取付けや配布を実施した。 

 ○ 地下鉄・バス車内等で防犯啓発ポスターを掲示した。 

 ○ 各区役所において各区安全なまちづくり推進協議会と連携し、広報啓発

事業を推進した。 

 ○ 大阪市、各区役所のホームページにて防犯情報を発信した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

 ○ 特に発生の多い自転車盗について、警察署と連携して区の実情に合わせ

た広報啓発活動、駐車場関係団体等への働き掛けを実施した。 

 ○ ＳＮＳを活用した、注意喚起を実施した。 

 ○ 小学校等と連携した安全マップを作成した。 

 ○ 防犯標語による啓発を実施した。 

 ○ スポーツイベントを開催し、イベント会場で警察署と連携した防犯キャ

ンペーンを実施した。 

９ 自主防犯ボランティア活動の支援 

 ○ 各区の地域活動協議会補助金を活用した青色防犯パトロール活動支援を

実施した。 

 ○ 子ども見守り隊などの自主防犯ボランティア活動団体への活動物品を支

給した。 

 ○ 大阪市に防犯ボランティア活動団体登録をした団体について「大阪市市

民活動保険」による補償を実施した。 

 ○ 落書き消去活動に対する支援を実施した。 

10 少年非行の未然防止 

 ○ 大阪市青少年指導員連絡協議会と連携し、少年非行防止活動を実施した。 

 ○ 青少年指導員等と連携した少年非行の未然防止を目的とした夜間巡視を

実施した。 

堺市 １ 堺市安全まちづくり会議（本会議）の開催 

２ 特殊詐欺被害防止対策の推進 

 ○ 特殊詐欺対策機器無償貸与事業の実施 

○ 特殊詐欺被害防止のための高齢者を対象とした防犯講習会の実施 

（出前講座「騙されないで！あなたを狙う特殊詐欺」）の実施 

○ 特殊詐欺被害防止協力事業者認定制度の実施 

○ 消費生活センターによる電話パトロールの実施 

○ 関係団体等と連携した広報啓発・注意喚起の実施 

 ・ 庁内部局と連携した啓発、チラシなどを活用した注意喚起を実施した。 

 ・ 区役所・警察署と連携したポスターや寸劇等による注意喚起を実施し 

た。 

 ・ 市内スーパーや鉄道会社などの事業者と連携した啓発を実施した。 

３ 「セーフシティさかい」の取組 

○ 公共の場における全ての市民に対する暴力等の予防と対応に関する包括

的なアプローチの企画・実施（デートＤＶ等予防出張セミナー、啓発パネル

展、指定管理事業による「市民寄り添いサポーター養成講座」及び「DV・
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団体名 令和６年度 活動結果 

子ども虐待対策講座連続セミナー」等） 

４ 自転車盗防止対策 

○ 大阪府自転車盗難等防止対策協議会より配布される自転車盗防止啓発ポ

スターを堺市立自転車等駐車場の掲示 

○ ひったくり防止カバー配布 

５ 地域安全運動における啓発活動の実施 

 〇 周知用懸垂幕の掲出、啓発パネル展などの実施 

６ 地域安全センター 

 〇 各小学校区の地域会館等を防犯ボランティア活動拠点としての設置、活   

  用 

７ 「広報さかい」等を活用した啓発活動の実施 

８ 市ホームページでの地域安全情報（市内における犯罪発生状況と防止策等）

の提供 

９ 市公用車（青色防犯パトロール車両）による街頭広報・青色防犯パトロール

の実施 

10 防犯カメラの普及促進 

○ 公設防犯カメラ（小・中学校カメラ、戦略的防犯カメラ、公共施設等街頭

防犯カメラ）の運用・管理 

○ 地域貢献事業所防犯カメラ設置補助事業の実施 

○ 堺市校区自治会活動推進補助金による防犯カメラの設置補助の実施 

○ 移動式防犯カメラの運用 

11  LED 防犯灯更新補助金による従来型防犯灯から LED 防犯灯への更新支援 

12 防犯灯の設置補助及び防犯灯電気料金の全額補助、開発協議時の防犯灯設

置指導 

13 自主防犯ボランティア団体支援事業 

○ 市内各防犯協（議）会に対する防犯事業補助 

○ 自主防犯ボランティア団体への活動物品の支給 

○ 青色防犯パトロール車両の地域譲渡及び燃料費等の活動経費の補助、軽

自動車税の免除、修繕補助、ドライブレコーダー設置補助の実施 

○ 大阪公立大学の学生らによる地域の青色防犯パトロール活動の実施への

協力 

14 学校園の安全対策 

○ 市立こども園、幼稚園への非常通報システムの配備 

○ 市立こども園での機械警備（センサー、カメラ、オートロック等）の実施 

○ 学校安全管理員の設置（小学校 92 校、支援学校２校に配置（シルバー人



17 

 

団体名 令和６年度 活動結果 

材センター、地元ＮＰＯ団体及び自治会への委託）） 

○ 学校安全指導員の配置 

・ 警察ＯＢ２人を運用した。 

・ 市内学校園の職員への講習、不審者対応訓練の指導を実施した。 

○ 不審者対応訓練及び防犯教室の実施 

○ 防犯ブザーの貸与（小学校新入生） 

15 「こども１１０番の家」、「こども１１０番のくるま」の普及促進 

16 「堺市安全安心メール」の配信 

〇 登下校時や下校後の不審者情報を広く市民に配信 

17 少年非行防止に向けた取組 

 ○ 非行防止の標語募集（小中学校対象）、広報啓発活動を実施 

 ○ ユースサポートセンター（子ども・若者総合相談センター）内に教員ＯＢ・

警察ＯＢを配置し、保護者等からの相談に対応 

 ○ 堺市青少年指導員連絡協議会と連携した巡回や啓発活動の実施 

18 堺市暴力団排除条例の運用 

19 堺市犯罪被害者等支援条例の運用 

○ 犯罪被害者等の一時避難住宅 

○ 犯罪被害者等支援カウンセリング 

○ 日常生活支援制度（配食サービス・ホームヘルプサービス） 

○  堺市犯罪被害者等支援金支給の運用 

一般財団法人 

大阪商業振興 

センター 

１ 理事会において、推進会議の重点的な取組ならびに活動の基本方針等につ

いて、説明報告し、周知啓発を行った。 

大阪商工会議所 １ 大商、自治体、地元団体等で構成する「ミナミ活性化協議会」において、「安

全・安心かつ明るく楽しく人気ある快適なまち」、「魅力とにぎわいのあふれる

まち」の実現に向けた共同アピールの採択を行い、決意表明（シュプレヒコー

ル）を行った。 

２ 令和４年４月に「難波エリアの都市格を公民協働で高めるまちづくり懇談

会」（事務局：大商、南海電気鉄道㈱）が発表した「難波エリアの都市格を“エ

ンタメ”と“ステイ”の力で高めるまちづくりビジョン」に基づき、同ビジョン

で提案したまちなか全体での万博開催時のフェスティバル開催を見据え、６

月６日にシンポジウム「～『まちごと万博』始動！～“まちなか”からつくる、

新しい万博のカタチ」を本会議所と日本経済新聞社で開催した。万博開催時の

まちなかの取り組みを一体的に発信する公民連携プラットフォーム「大阪ま

ちごと万博共創プラットフォーム」を 4 月に設置。8 月、10 月に万博に向け
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団体名 令和６年度 活動結果 

たまちなかでの取り組みを紹介する「大阪まちごと万博交流会」を開催したほ

か、9～11 月にはまちなかでのイベントを「まちごと万博 2024 秋」として一

体的に情報発信。12 月に「『まちごと万博』決起集会」を開催した。 

３ なんば、阿倍野・天王寺、新今宮を結ぶエリアを基点に、大阪府南部に広が

る泉州と南河内を含む地域を「グレーターミナミ」と位置付け、同エリアにお

いて産業振興や観光交流等、エリア全体の新たな魅力づくりを推進している。

令和 6 年９月 26 日に「グレーターミナミ活性化シンポジウム～地域を輝かせ

るブランディングとは」を大商と読売新聞大阪本社で開催。地域活性化プロジ

ェクトの進捗・成果を紹介し、今後の発展に向けた意見交換を行った。令和５

年 12 月に発足した「グレーターミナミ推進委員会」を通じ、同エリアを活性

化する取り組みを進めている企業・団体等の活動を支援している。 

４ 東横堀川にかかる大阪市内最古の現役橋「本町橋」周辺の環境美化、魅力向

上に向け、地元住民、企業、店舗などとともに設立した「本町橋１００年会」

で清掃活動に取り組んでいるほか、令和 6 年 10 月 26 日には大阪市中央区役

所と連携し、地域住民や企業の方々とともに「橋洗い」（橋の清掃）を実施し

た。 

５ 大商と自治体等で構成する「水と光のまちづくり推進会議」において、水と

光を軸とした都市魅力の向上に関する取り組みを行った。具体的には、大阪市

内の水辺を活性化する公民共通のプラットフォーム「水都大阪コンソーシア

ム」を支援したほか、イルミネーションを活用した観光集客力の向上を目的に

「大阪・光の饗宴 2024」を開催した。また、水辺の賑わい拠点「β本町橋」

を核とした東横堀川・本町橋船着場周辺地域の魅力向上策の検討や、淀川の舟

運を活用した観光魅力づくりへの取り組みも行った。 

一般社団法人 

大阪駐車協会 

１ 大阪府安全なまちづくり街頭キャンペーンの参加 

２ 安全ガイドブック等の啓発冊子の配布及び掲示 

３ 地域安全運動キャンペーンの参加 

４ 推進月間のＰＲやひったくり等についての注意喚起 

５ 大阪府防犯モデル駐車場登録制度の普及啓発 

大阪通関業会 １ 盗難自動車情報の通報 

  毎週月曜日に警察から提供される情報を、取扱いの多い当業会会員へメー

ルで通報した。 

２ 密輸撲滅キャンペーンの実施（拡大） 

今年度は、年５回（４月・６月・10 月、12 月）と拡大して密輸撲滅キャン

ペーンを実施し、その際に盗難車の密輸防止等の呼び掛けを実施した。 
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大阪府金融機関

防犯対策協議会 

１ 防犯情報の提供活動 

  広報誌「金融機関での特殊詐欺被害防止対策マニュアル」は大阪府安全なま 

ちづくり条例改正に向けた検討状況に合わせて次年度以降の計画とする一方 

で、警察と連携し、新たな手口を紹介した資料等を会員店舗に配布するなど防 

犯情報及び被害防止対策情報を提供した。 

２ 官民一体となった「ストップ！ＡＴＭでの携帯電話」運動の推進 

大阪府金融機関防犯対策協議会総会において、「ストップ！ＡＴＭでの携帯 

電話」運動を広く浸透させていくことで加盟団体の認識の共有を行い、ＡＴＭ

におけるポスターの掲示や各店舗において啓発チラシの配布を行うなど、同

運動の推進を図った。 

３ 安まちアプリ等登録の徹底 

  大阪府内の全金融機関の本支店で安まちアプリ等を登録するよう促し、ア 

ポ電発生時には、手口に応じた警戒や注意喚起を強化した。 

４ 広報・啓発活動 

○ 特殊詐欺の被害防止を強化するため、特殊詐欺の手口や被害防止対策を

記載したチラシや広報啓発物品等を作成配布した。 

〇 年金支給日等において、警察、ボランティア等と協働して、特殊詐欺被害

防止街頭キャンペーン等を実施した。 

○ 還付金詐欺の未然防止を目的とした、目の錯覚でイラストが立体的に見

える錯視シート（120 枚）を作製し、金融機関のＡＴＭコーナー床面に設置

した。   

〇 警察と連携した「強盗訓練」、「声掛け訓練」等の実施及び職員の防犯意識

の向上を図った。 

５ 地域安全運動等に対する支援活動 

地域安全運動期間中、吹田警察署と連携し、南千里駅周辺の金融機関におい 

て、特殊詐欺被害防止キャンペーンを実施し、啓発物品を配布したほか、「歳

末警戒実施中」と題したチラシを、大阪府金融機関防犯対策協議会金融犯罪対

策部会を通じて各金融機関に配付した。 

６ 自主安全運動 

職員の防犯意識の高揚及び防犯設備の整備促進、自主防犯体制の強化に努 

めた。 

７ 大阪府安全なまちづくり推進会議 

大阪府安全なまちづくり推進会議及び同推進会議特殊詐欺対策検討部会の 

活動に積極的に参画した。 
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８ 大阪府金融機関防犯対策協議会金融犯罪対策部会を活用した勉強会の実施 

  近畿財務局の要請により、大阪府金融機関防犯対策協議会金融犯罪対策部 

会を開催し、各金融機関の口座不正利用防止に向けた取組事例を共有するな 

ど、勉強会を実施した。 

一般社団法人 

大阪府警備業 

協会 

１ 大阪府警察と連携し、あべの Hoop や新大阪駅構内で街頭キャンペーンの

実施、警備業のＰＲを行うと同時に「特殊詐欺被害防止」を主眼とした啓発チ

ラシやグッズを配布した。 

２ 会員会社に「安まちメール」の子ども被害情報を継続して送付し、防犯意識

向上を継続的に促進している。 

公益社団法人 

大阪府建築士会 

１ 安全なまちづくり推進協議会への参画 

  「安全なまちづくり推進協議会」（泉佐野市、田尻町、熊取町）へ委員を派 

遣した。 

２ 大阪府防犯協会連合会が行う「大阪府防犯モデルマンション登録制度」へ審

査委員を派遣した。 

大阪府コンビニ

エンスストア 

防犯対策協議会 

１ 防犯・強盗および特殊詐欺防止訓練の開催 

① 令和６年 5 月 9 日、ローソンパナソニック前店 

② 令和６年 11 月 29 日、ファミリーマート大今里西一丁目店 

２ 大阪府警察本部との合同深夜巡回実施による防犯・特殊詐欺対策の強化 

  令和 6 年 12 月 6 日（金）22 時～ CVS5 社の出席、26 店舗巡回 

３ CVS 各社に対する要請、大阪府下における「コンビニ事件情報」 

  「特殊詐欺事件対策」等の配布・情報の共有 

４ セーフティーステーション活動の推進 

■安全・安心なまちづくりに協力■ 

 ＜防犯・防災対策＞ 

① 自主防犯（強盗・万引き・特殊詐欺等の防止対策）体制の強化 

② 緊急事態（災害・事故・急病人等）に対する 110 番・119 番通報 

 ＜安全対策＞ 

① 女子・子ども等の駆け込みへの対応 

② 高齢者・身体障害者等の介護補助と連絡 

③ 地域顧客への安全情報の発信（警察官・交番・交通安全局・消防署との連

動） 

 ■青少年健全育成への取り組み■ 

① 20 歳未満者への酒類・たばこの販売禁止 

② 少年・少女非行化の防止  

（警察署・少年サポートセンター・青少年団体・学校・PTA との連携） 
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団体名 令和６年度 活動結果 

公益財団法人 

大阪府私学 

総連合会 

１ 令和６年度は、所轄警察に防犯カメラの映像を提供し防犯に協力した他、

「安まち通信」を職場内で回覧し、安全なまちづくり推進会議の活動・取組を

周知することで、防犯意識の啓発に努めた。 

大阪府自転車商

防犯協力会 

 

１ 自転車盗及びひったくり防止の取組 

○ 大阪府警察主催の大阪府自転車盗難等防止対策協議会での自転車盗難防

止対策の推進→ワイヤー錠、名前タグを配布した。 

○ アシスト自転車バッテリー盗難防止の取組の実施 

  →啓発チラシを配布した。 

〇 大阪府下各市において大阪府警察交通総務課、専門学校ヒコ・みづのジュ

エリーカレッジ大阪と連携し自転車安全点検の実施 

  →大阪府下 18 か所、796 名に無償点検・グッズを配布した。 

２ 当会組合員による防犯活動の取組（市役所、警察署との共同事業） 

○ 街頭での啓発活動（防犯登録の推進、自転車盗難防止等）によるチラシ、

防犯グッズの配布 

  →大阪府下 92 か所で啓発チラシ、ワイヤー錠、カゴカバー等防犯グッズを

配布した。（12 月末時点） 

 ○ 自転車無償点検、鍵交換の実施（上記街頭啓発で実施） 

 ○ 自転車乗車時のヘルメット着用の呼び掛け（上記街頭啓発でチラシ配布） 

 〇 アシスト自転車バッテリー盗難防止の呼びかけ（上記街頭啓発でチラシ

配布） 

大阪府 

商工会議所 

連合会 

１ 大阪府、京都府及び兵庫県の３府県における犯罪の抑止に関する協定（３府

県の商工会議所連合会事務局と警察本部生活安全部長が締結）に基づき、「安

まち通信」を府内２０商工会議所にメール配信し、周知した。 

大阪府商工会 

連合会 

１ 「まもるんじゃー事業」は未実施であった。 

２ 大阪府が実施する「大阪府児童虐待防止オレンジリボンキャンペーン」へ 

の協力については見合わせた。 

大阪府商店街 

連合会 

１ 理事会等において、推進会議の重点的な取組みならびに活動の基本方針等

について、説明・報告するなど、周知・啓発を行った。 

大阪府中古 

自動車販売協会 

１ 会報「ＪＵ大阪ニュース」の掲出により、防犯啓発を実施した。      

２ 事務所に防犯啓発ポスターを掲出した。 

３ ナンバープレート盗難防止ネジ取付けキャンペーンへ参加した。 

大阪府中小企業

団体中央会 

１ 本会ホームページでの啓発 

２ メールマガジン等による情報発信 

３ 事務所内の来客用資料配布棚での啓発チラシ等の配架 

４ 中小企業団体大阪大会等の行事での啓発チラシの配布 
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団体名 令和６年度 活動結果 

ＮＰＯ法人 

大阪府防犯設備

協会 

１ 安全なまちづくり活動への参画と支援 

○ 街頭犯罪の抑止活動としての街頭防犯カメラの設置支援 

  ・ 大阪府安全なまちづくり推進会議、各市区町村安全なまちづくり推進協

議会等への参画を通じ、防犯対策の重要性を訴え、専門的立場で積極的な

助言等を行い、街頭防犯カメラの設置等、具体的な形で各市町村が実施す

る安全・安心なまちづくりに貢献した。 

  ・ 街頭防犯カメラの管理者等に対し、適切なメンテナンスの実施につい

て、説明及び提案を実施した。 

○ 住宅への侵入犯罪抑止活動の強化 

  ・ 関東での侵入強盗事件等の発生を受け府民の不安が広まる中、要請に基

づいて住居に対する防犯診断や防犯指導を実施するとともに、大阪府警

察及び大阪府が制度推奨する「大阪府防犯優良住宅認定制度（戸建部門）、

（低層マンション部門）」、及び「大阪府防犯優良戸建住宅外構認定制度」

の積極的推進、並びに（公社）大阪府防犯協会連合会が実施している「大

阪府防犯モデルマンション登録制度」の支援強化を行い、総合的な住宅侵

入犯罪の抑止に貢献した。 

  ・ トリヴェール和泉はつが野メグリエコート（和泉市）における建売戸建

住宅については、大阪府警察及び住宅侵入犯罪等抑止対策協議会、並びに

（一財）住宅生産振興財団と連携・強化を図り、「大阪府防犯優良住宅認

定制度（戸建部門）」の認定・登録を促進した。 

２ 安全なまちづくりに関する各種協議会及び大会への参画 

○ 大阪府安全なまちづくり推進会議、各市区町村安全なまちづくり推進協

議会への参画と積極的な働き掛けを実施した。 

○ 大阪府・大阪府警察等が実施するキャンペーン等へ積極的に参加した。    

○ 安全なまちづくりに関する各種団体等との連携強化 

・ 大阪府万引き総合対策協議会と連携し、防犯機器の設置を中心とした万

引き防止対策の普及・促進を図った。 

    また、全国万引犯罪防止機構のメンバーとも連携し、万引き防止対策を

推進した。 

  ・ （公社）大阪府防犯協会連合会の賛助会員として連携し、各種防犯活動

に参画した。 

  ・ 大阪府自動車盗難等防止対策協議会と連携し、自動車盗難防止対策の普

及・促進を図った。 

  ・ 住宅侵入犯罪等抑止対策協議会と連携し、大阪府防犯優良住宅認定制度

の周知徹底と普及・促進を図った。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

  ・ 防犯設備士（業）協会全国大会、地域協会連絡会及び関西防犯設備（士）

協会連合会（事務局・NPO 法人大阪府防犯設備協会）に参画した。 

・ （一社）大阪府警備業協会、東警備業防犯協議会へ参画した。 

３ 優良防犯設備・機器設置の促進及び広報啓発の推進 

○ 優良防犯設備・機器等の設置及び維持管理 

   大阪府、大阪市等が推進する総合防犯対策の街頭防犯カメラの設置など、

府民、自治体、事業者等の依頼に基づく優良防犯設備等の設置などを中心と

する地域のインフラの整備に積極的に取り組んだ。 

○ 優良防犯設備・機器の広報啓発の推進 

・ 防犯設備・機器のセミナー及び展示会を開催し、優良防犯機器認定制度

（ＲＢＳＳ制度）等最新の防犯設備・機器の普及促進及び知識の啓発に努

めた。 

  ・ 通常総会開催時に、セミナー及び優良防犯設備・機器の展示会を実施し

た。 

  ・ （公社）日本防犯設備協会が行う防犯設備士資格更新講習開催時、同会

場において優良防犯設備・機器の展示会を実施した。 

○ 各種イベントへの積極的参加 

・ 防犯防災総合展、SECURITY SHOW 大阪 2024 等のイベント会場にお

いて防犯機器の展示及び防犯相談を実施した。SECURITY SHOW 大阪

2024 では、ブースにおいてミニセミナーを 2 日間、延べ 18 コマ実施し

た。 

○ 警察署等が開催する各種行事、防犯教室の会場、各種イベント会場等への

大阪府防犯アドバイザーが参加､啓発資料の配布､パネル等の展示を実施し

た。 

○ ホームページは内容の充実化を図り、会員及び一般へ有効な情報発信を

行った。 

４ 警察署等が行う地域安全運動への参画 

 〇 警察署等からの要請に基づき、大阪府防犯アドバイザーを派遣し、防犯講

話、防犯機器の展示を行うとともに府民等の要請に応じ防犯診断等を行っ

た。また、前年度に引き続き、小学校等の防犯診断を実施した。 

５ 防犯従事者等への教育事業の実施 

○ 防犯設備士資格更新講習の実施 

   関西防犯設備（士）協会連合会として（公社）日本防犯設備協会が行う防

犯設備士資格更新講習を支援した。（9 月、2 月） 

○ 大阪府防犯アドバイザーの拡充と技術の向上 
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団体名 令和６年度 活動結果 

   名称を、大阪府防犯アドバイザーと改称（旧・防犯設備アドバイザー）し、

防犯に関するあらゆることに対応できるよう講習会や実地教育を行い、そ

の能力向上を図ることにより、当協会の専門性と指導性への信頼を高めた。 

一般社団法人 

関西経済同友会 

１ 本会もメンバーとして参画しているミナミ活性化協議会の代表者会議が 2

月に開催され、代表者会議のメンバーとして、本会も参加した。 

代表者会議では、共同アピールを採択し、ミナミの安心・安全なまちづくり

とにぎわいのあるまちづくりの推進を訴えた。 

公益社団法人 

関西経済連合会 

１ ミナミ活性化協議会等の「安全・安心なまちづくり」活動に賛同し、ＰＲを

中心としてポスターなど啓蒙活動に協力した。 

２ ミナミまち育てネットワークの防災 WG に参画し、防災、防犯活動を支援

し、地域治安と防犯について協力し活動した。 

関西鉄道協会 １ 「こども１１０番の駅」等でポスターを掲出した。 

２ 「スルッと KANSAI バス祭り」で「こども１１０番の駅」のＰＲを行った。 

３ 「鉄道の日記念イベント」において「こども１１０番の駅」のＰＲを行った。 

近畿百貨店協会 １ 在阪百貨店各社のリスク管理担当者が出席し、年６回開催する定例会議を

通じて、防犯に関する協力体制を構築した。 

２ 在阪百貨店各社の警備担当者が出席し、年６回開催する「保安連絡会」を通

じて、犯罪情報を共有し、犯罪発生の未然防止を推進した。 

３ 各社において、警備員（一部警備ロボット導入）による店内外のパトロール

を強化した。 

日本チェーン 

ストア協会 

関西支部 

１ 関西支部が空席のため、業務の一部を協会本部で代理執行したこともあり、

情報提供中心の活動となった。 

○ 大阪府や警察等から要請のあった防犯啓発ポスターの掲示や防犯キャン

ペーンに参加協力をした。 

○ 「安まち通信」を支部内で共有し、特殊詐欺被害の防止等の啓発に協力し

た。 

○ 提供される情報等を適宜従業員教育に活用し、被害防止に努めた。 

一般社団法人 

不動産協会 

関西支部 

１ 会報等で、安全なまちづくり推進月間のＰＲ、「安まち通信」の配信を行う

等、会員へ防犯広報を実施した。 

２ 幹事メンバーとして、「大阪府安全なまちづくり推進会議幹事会」の活動・

運営に協力した。 

３ 全国地域安全運動「第 44 回大阪府民大会」（9/28）に出席した。 

一般社団法人 

マンション管理

業協会関西支部 

１ 冊子『令和 6 年 安全なまちづくり －地域安全活動資料－』（（公社）大阪府

防犯協会連合会発行）の当支部役員への配布・周知した。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

国立大学法人 

大阪教育大学 

１ 大学・附属学校園における防犯活動の実施 

 ○ 教職員・児童等を対象とした不審者対応訓練、避難訓練、防犯教室・研修

を実施 

 ○ 安全科における指導の実施 

 ○ 学校安全管理委員会の実施（学校関係者、ＰＴＡ、自治会、警察、消防等

で情報交換を行い、防犯・防災に関する協議を実施） 

○ 附属学校園安全に関する連携協議会の実施（各学校園の学校安全主任等

が出席し、訓練実施時の課題の共有や協議、不審者対応訓練の視察を実施） 

 ○ 学生を対象とした交通指導の実施 

 ○ 警察署と連携し、学生を対象とした交通安全講習会を実施 

 ○ 登下校指導の実施 

 ○ 通学路における注意箇所の点検 

 ○ 警察署との連携体制の構築 

２ 防犯機器の整備等 

 ○ 防犯カメラ及び警報装置の設置・更新、動作状況の点検 

 ○ 児童への防犯ブザー（新１年生）、ＩＣタグ（登下校確認メールシステム）

の配付 

３ 非行防止に向けた取組 

 ○ 薬物乱用教育の実施 

 ○ 相談しやすい環境の整備（学校カウンセラーの相談日等を保護者・生徒に

周知） 

 ○ 携帯、スマホの使用やモラル教育等の実施 

社会福祉法人 

大阪障害者 

自立支援協会 

１ 共に生きる障がい者展（11 月）での啓発（パンフレット等の配布） 

令和６年 11 月 16 日、17 日に行われました「共に生きる障がい者展」にお

いて、啓発用のパンフレット等を配布した。 

２ 法人の関連施設において、ポスターの掲載やパンフレットの配布 

当法人の関連施設において「特殊詐欺防止」などのポスター掲示や「安まち

通信」などの情報提供、パンフレット配布を実施した。 

大阪府 

公立中学校長会 

１ 中学校区単位における地域教育協議会での情報交換、講演等による啓発活

動や巡視、地域美化活動などを実施した。 

２ 各校における活動 

 ○ 「こども１１０番の家」運動の拡大推進 

 ○ ＰＴＡや青少年健全育成会などの地域団体との連携による啓発活動やパ

トロールの実施、巡視、地域美化活動の実施 

 ○ 各学校や通学路の安全整備についての点検及び指導 
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団体名 令和６年度 活動結果 

〇 安全なまちづくり関係のホームページやメール情報のアクセスへの情報

提供 

○ ホームページや学校だよりなどによる防犯に関する情報提供 

大阪府国公立 

幼稚園・こども

園長会 

１ 理事会での安全対策に関する情報交換 

 ○ 大阪府や全国からの情報を提供しながら、各市町での幼児への安全指導

に関する情報交換をし、よりよい安全指導の手立てに役立てた。 

２ 保護者への啓発 

 〇 警察からの「安まちメール」や「安まちアプリ」の配信情報を保護者に提

供し、こどもとともに安全な生活への確認に努め、意識が高まった。また、

終業式や長期休業中などの手紙にも交通安全だけでなく、不審者対策も記

載し、安全に生活ができるよう、親子で確認する機会となっている。 

３ 各地区における独自の取組 

 〇 各市町での地域や小学校（ＰＴＡ）と連携を図り、子どもたちを地域で守

っていく意識も高まっている。 

社会福祉法人 

大阪府社会福祉

協議会 

１ 機関紙「ふくしおおさか」及び本会ＨＰでのＰＲ 

「ふくしおおさか」2024 夏号「ちょっとした気づきとちょっとの勇気で詐 

欺を防げるって」  

２ 府民児協連及び市町村社協連合会等主催各種会議での周知 

（府民児協連 11 月会長連絡会議／「防犯速報 首都圏で住宅強盗事件が連

続発生」府民安全対策課 稲本係長） 

３ 本会自社ビル（大阪社会福祉指導センター）エントランスで屋内デジタルサ

イネージを使った各種啓発素材の適宜表示 

４ 府内民生委員児童委員協議会事務局及び市町村社協事務局へのメールの 

適宜配信 

大阪府 

小学校長会 

１ 子どもの安全に関する実態調査及び情報発信 

  公官庁からの依頼による資料等の配布し、共通理解をした。 

２ 校長会での子どもの安全確保に関する情報交換 

  定例校長会（理事校長会等）で、各地区の情報交換を行った。 

３ 実践事例に基づく研修の実施 

  12 月 5 日の「共同研究発表会」において、実践事例から研修を深めた。 

４ 地域連携をもとに、登下校の安全確保など安全なまちづくりを推進 

  各校での取り組みを共有し、取組の推進を図った。 

５ 子どもの非行防止に向けた情報発信、啓発活動の実施 

関係諸機関と連携し、啓発活動に取り組んだ。 
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団体名 令和６年度 活動結果 

大阪府地域婦人

団体協議会 

１ 防災教室、講演会を実施した。 

２ 子ども安全見守り隊に関する啓発、参加した。 

３ 地域安全運動キャンペーンへ参加した。 

４ 子どもや女性を狙った犯罪における防犯啓発活動を実施、参加した。 

５ 高齢者に対する特殊詐欺の注意啓発ビラ配布活動を実施した。 

６ 「ATM での携帯電話の通話はしない、させない」「ストップ！ATM での携

帯電話」運動を実施した。 

大阪府ＰＴＡ 

協議会 

１ 各単位 PTA 及び市町村 PTA 協議会において、それぞれの事情に応じた活

動がなされ、子どもたちの安全と安心を守る一助とすることができた。 

公益社団法人 

大阪府防犯協会

連合会 

１ 地域安全運動・歳末警戒の実施 

 ○ 秋の地域安全運動及び歳末警戒の実施 

 ○ 全国地域安全運動大阪府民大会の警察との共催による開催 

２ 広報啓発活動の実施 

 ○ 「大阪府安全なまちづくり推進会議」、「大阪市安全なまちづくり推進協議

会」と協働した活動の推進 

 ○ 機関紙「防犯おおさか」での広報啓発の実施（年２回発行） 

 ○ 「安全なまちづくり（地域安全活動資料）」冊子の作成と、地域安全運動

及び歳末警戒時のチラシ、グッズ等の作成を行い、配布 

 ○ ホームページによる広報実施（犯罪発生状況、安全なまちづくり関係等） 

 ○ 暴力団排除活動の推進（暴力団追放府民大会の後援・理事会参加） 

 ○ 覚醒剤、危険ドラッグ等薬物乱用防止の広報の実施 

 ○ 特殊詐欺及び大阪重点犯罪の被害防止活動の推進（高齢者、子ども、女性

対策の推進） 

３ 防犯団体への支援活動 

 ○ ブロック連絡会の実施（各地区防犯協（議）会及び警察との連携強化） 

 ○ 防犯団体が実施する防犯対策・活動等への助言・支援活動の実施 

 ○ 防犯・防災自動販売機の設置促進 

 ○ 防犯団体等への DVD 等貸出し 

 ○ 防犯功労者に対する各種表彰の実施 

 ○ 防犯ボランティア育成事業の推進 

 ○ 特殊詐欺被害防止等への支援及び防犯思想の普及啓発活動の実施 

４ 防犯キャンペーンへの支援 

○ 防犯活動時等に使用する特殊詐欺被害防止表示のメモ用紙及び闇バイト

警戒用テッシュペーパの作成、配付 

○ ナンバープレート盗難防止ネジ等の斡旋 
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団体名 令和６年度 活動結果 

大阪府立学校長

協会 

１ 講演会の開催 

  日時：11 月 19 日（火） 15 時～17 時 

 会場：大阪府立西野田工科高等学校 

  講師：立命館大学 宮口 幸治 先生 

    演題：「困っている子どもへの適切な支援について」 

２ 施設訪問 

  日時：12 月 15 日（金） 15 時～17 時 

  会場：大阪市中央こども相談センター 

  内容：・こども相談センターの業務と役割  

・施設見学 

３ 情報交換 

 ○ 大阪府立学校長協会の生徒指導委員会を年間９回開催し、「府立学校の生

徒指導の現状と課題について」検討し、情報交換を行った。 

一般財団法人 

大阪府老人 

クラブ連合会 

１ 高齢者が主体となった地域の高齢者を守る活動の展開 

 ○ 大阪府警察、行政関係機関等と連携した高齢消費者被害防止活動の実施 

   令和 7 年 2 月 7 日（金）市町村老連女性リーダー研修会にて大阪府警察 

本部より高齢消費者被害防止について説明した。 

 ○ 街頭キャンペーンで地域住民への直接被害防止の啓発を実施 

   令和 6 年 10 月 15 日（火）10 時から  

    豊能町（西地区・阪急オアシス広場他）にて実施した。 

   令和 6 年 10 月 17 日（木）10 時から  

    豊能町（東地区・豊能町役場前他）にて実施した。 

   令和 6 年 12 月 26 日（木）10 時から 

池田市（阪急池田駅前周辺）にて実施した。 

２ 広報啓発活動の実施 

 ○ ＳＣ大阪ホームページでの広報啓発を実施した。 

 〇 機関紙（ねんりん OSAKA）にて広報啓発を実施した。 

社会福祉法人 

大阪ボランティア

協会 

１ 広報・啓発 

 ○ 事務局より提供のあった啓発ポスターを「市民活動スクエア『ＣＡＮＶＡ

Ｓ谷町』」内に掲示し、広報・啓発に努めた。 

２ ボランティア募集協力 

 ○ 構成団体および事務局から防犯ボランティアの告知・広報協力依頼は特

になかった。 

青少年育成大阪

府民会議 

１ 「こども１１０番」事業 

 ○ 「こども１１０番の家」運動の推進 
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団体名 令和６年度 活動結果 

   地域の協力家庭及び事業者に「こども１１０番の家」の旗等の提供を継続

した。 

   協力家庭・事業者数：１６３,１９９軒（令和６年３月３１日現在） 

   うち事業者数：２７,２１９軒（令和６年３月３１日現在） 

 ○ 「動くこども１１０番」運動の推進 

   公用車及び一般事業車両用ステッカー等の提供を継続実施した。 

協力団体数：２,２５２団体（令和６年３月３１日現在） 

   協力車両台数：１１４,３２４台（令和６年３月３１日現在） 

○ 「こども１１０番月間」（８月）の実施 

   企業や市町村等地域の自主的な取組にあわせて、子どもの安全にかかる

啓発活動を実施した。 

  ・ 大阪府立工芸高等学校、大阪府動物愛護管理センター、大阪府子ども青 

少年課、大阪府警察本部生活安全部と共同して、天王寺動物園において 

「命の大切さを考えよう～自分の命、友達の命、生き物の命の大切さ～」 

をテーマに、こども１１０番運動イベントを実施した。 

２ 青少年の非行・問題行動の防止活動の推進 

〇 「少年非行・被害防止強調月間（７月）」において、以下の啓発活動を行

った。 

・ ポスターを作成し、各市町村や府内の学校・警察署等へ配布した。 

・ そよら東岸和田、天王寺動物園にて啓発キャンペーンを開催し、啓発動

画の放映及び啓発資材の配布等を行った。 

・ とんぼりビジョンやエディオンなんばの大型ビジョンにおいて、デジ

タルサイネージにより広報啓発を実施した。 

〇 上記月間以外に、アリオ八尾において、啓発キャンペーンを開催し、啓発

動画の放映及び啓発資材の配布等を行った。 

ＮＰО法人日本

ガーディアン・

エンジェルズ 

近畿ブロック 

1 泉佐野市内、熊取町内の車両パトロール（毎日）通学時間帯の通学路での見 

守り、パトロールの実施（毎週 火曜日 水曜日） 

2 JR 大阪駅周辺、JR 天王寺駅～通天閣周辺の街頭遊撃パトロール（平均月 3

回） 

日本労働組合 

総連合会大阪府

連合会 

１ 執行委員会、各種専門委員会等にて、チラシや冊子を展開した。 

２ 連合大阪のホームページ・ＳＮＳ等での周知・啓発を行った。 

 


